
様式２－２

Ｈ30 ～ Ｒ4

71% （Ｒ2） 68.7％ （Ｈ27）

- （　　　）

350人 （Ｒ元） 326人 （Ｈ30）

- （　　　）

設置の有無 有
設置（公表）時
期

H29.1

※連携体制
が、法に基づく
協議会の場合
「○」を選択

○

１３．事業実施及び連携工程 様式２－２－１に記載

１４．経費の内訳 様式２－２－２に記載

他の地方公共団体と
の連携

11．女性活躍推進法に基づく
国の「女性活躍推進に向けた
公共調達及び補助金の活用
に関する取組指針」に準じた
公共調達における取組

① 実施済　　② 平成　　年　　月から実施予定　　③ 検討中　　④ 実施予定なし
※ いずれかにマルをつけてください。

12．担当者名及び連絡先 岩国市人権課男女共同参画室 電話：0827-29-5340 e-mail：joseigyo@ｃｉｔｙ.iwakuni.lｇ.jp

10．事業の実施体制

岩国市男女共同参画推進会議

女性活躍推進法に基づく協議会の設置状況

構成団体
岩国工業クラブ、岩国公共職業安定所、連合山口東部地域協議会、岩国健康福祉センター、岩国市民生委員児
童委員協議会、岩国地域農山漁村男女共同参画推進協議会、岩国市男女共同参画団体連絡会、岩国市周東町
女性団体連絡協議会、岩国人権擁護委員協議会

９．事業効果の検証及び
　　今後の課題の整理方法

　受講者へのアンケートを実施するとともに、事業実績を元に、岩国市男女共同参画推進会議及び岩国市男女共同参画推進本部におい
ても検証し、今後の課題について整理する。

各構成団体の主な連
携内容

連携体制の名称

８．事業の実施により
　　期待される効果

　ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて企業が取組み、長時間労働の是正など職場環境が整備されることで、時間的制約のある人も働き
続けることが可能となり、男女が希望する働き方、生き方ができる。また、男性が家事・育児へ参画をすることができ、女性の不安感やストレス
の解消につながり、少子化や人口減少に伴う労働者不足などの問題にも対応している。

③事業目標（全体）
セミナー参加者数（アウトプット）

④事業ＫＰＩ（全体）

６．事業目標・重要業績評価
指標（ＫＰＩ）　（全体）

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 現状値（時点）

①令和２年度まで（第4次男女共同参画基本計画期間
中）の中長期目標

25～44才の女性の労働率（アウト
カム）

５．事業の趣旨・目的
　「働き方改革」や「女性活躍」の前提となる「ワーク・ライフ・バランス」を若い世代から意識して取組むことができ、さらに企業内に浸透させる
ことにより、男女が希望する働き方、生き方ができる豊かで活力ある地域社会を目指す。また、特に女性は出産などのライフイベントの影響を
受けやすいことからその不安や負担を軽減するためにキャリア形成に向けて人材育成を行うことで、女性管理職の登用を促進する。

７．事業内容

　ワークライフバランスの実現に向けて、広く企業や個人に浸透するように講演会や情報交換会の開催等を行う。昨年実施した参加者アン
ケートによると他社の取組みや事例に高い関心を示しており、今回は先進的な取り組みをしている企業の紹介を盛り込んだ内容とする。
　また、男性向け家事スキルアップセミナーを実施し、地元食材を活用した「おとう飯」料理を行うことで、ワーク・ライフ・バランスの取れた働き
方、男性の家事参画の機運の醸成を図る。さらに、女性部下育成のスキルアップ等をテーマとした女性活躍推進セミナーを実施し、女性管
理職の登用を促進する。
　岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、「ワーク・ライフ・バランスの推進」を掲げており、政策企画課へ事業企画や周知等につい
て協力を仰ぎ、男性の育児参加を進めることにより子育てしやすい環境づくりとなるのでこども支援課と共同での行事等を開催。

②令和２年度まで（第4次男女共同参画基本計画期間
中）の重要業績評価指標（ＫＰＩ）

３．女性活躍推進法に基づく
　　推進計画策定時期
　　 （策定予定時期）

平成３０年３月　　（ 策定済 ・ 策定予定 ）※どちらかにマルをつけてください。 計画期間（予定）

４．地域の実情と課題

地域女性活躍推進交付金事業実施計画書（市町村分）

市町村名：山口県岩国市　　　　　　　　　　　　　　

１．事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業

２．実施期間 令和元年５月１日　～　令和２年３月３１日

　本市の年齢階層別労働力は、Ｍ字カーブを描いているが、30～34才の女性の労働力率は国、県の数値よりは低い状況となっており、依
然として結婚・出産・子育て期に就業を中断する女性が多い状況である。女性が就業継続し職場において活躍するためには、ワーク・ライ
フ・バランスの実現が必要不可欠であるため、事業所と働く個人双方にワーク・ライフ・バランスの普及啓発のためのセミナー等を実施した。
　また、H29年の事業所調査によると、女性管理職の割合が10%を下回っている事業所が約半数にもなっており、その理由としては「女性従
業員が少ない、いない。」58.8%「管理職になるために必要となる知識や経験を有する女性が少ない、いない。」40.2％となっているので、女
性管理職セミナーを実施し、意識啓発や自主的能力の向上を図った。



１．事業実施工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
ワークライフバランス・女性活
躍推進事業

ワークライフバランスの
浸透を図るために講演
会等の開催や女性の
活躍推進に資するセミ
ナー実施する。

セミナー出席者数350人
（アウトプット）

２．連携工程表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
パパ力アップ事業
（岩国市こども支援課）

男性の育児参画を支
援し、子育てしやすい
環境づくりを推進する

上記セミナー参加企業
に対して周知を図り参加
促進を図る

様式２－２－１

事業実施及び連携工程表

市町村名：山口県岩国市

事業
番号 個別事業名 実施内容

事業目標（アウトプット・
アウトカム）

実施時期

事業
番号

事業・取組名
（実施主体）

事業・取組内容
交付金事業との連携内

容

交付金事業との連携

●普及啓

発チチラシ

作成

●開催
（男性向

けセミ

ナーⅡ）●開催

（大学生
向けワー

クライフバ

ランスセミ

ナー）

●開催
（ワークラ

イフバラン

ス講演

●開催
（女性活

躍推進セ

ミナーⅠ）●開催
（若手社

員向け

ワークラ

イフバラン

スセミ

●開催
（ワークラ

イフバラン

ス推進員

養成講座）

●開催
（男性向

けセミ

ナーⅢ）

●開催
（女性活

躍推進セ

ミナーⅡ）

●開催

●開催
（男性向

けセミ

ナーⅠ）



様式２－２－３

①

（１）事業目
標

350人 （Ｒ元） 326人 （H30）

（２）事業ＫＰＩ - （　　　）

・経済団体、
関係団体な
ど官民連携
の考え方及
び具体的な
連携主体・連
携方法

・連携地方公
共団体及び
具体的な連
携方法

・交付金事業
間連携、他
施策との連
携

５．個別事業の事業内容

　本市における女性の年齢別労働力は、M字カーブを描いているが、30～34才の労働率は国、県と
比較して低い状況である。女性が働き続けることがができる環境づくりのために、ワークライフバラン
スを企業内に浸透するようワークライフバランス推進強化月間に合わせて、講演会やワークライフバ
ランス推進員養成講座等を開催する。
　また、男性を対象とした家事育児のスキルアップセミナーを実施することで、ワーク・ライフ・バランス
のとれた働き方や男性の家庭参画に向けて機運の醸成を図る。
　さらに女性部下育成のスキルアップセミナー等をテーマとした女性活躍推進セミナーを開催し、企
業の女性管理職への登用を促進する。企業側の視点が必要不可欠であり、地方創生に関する包括
連携協定を締結している山口銀行、ＹＭＦＧ　ＺＯＮＥプラニングと共同して事業を実施することで効
果的に事業展開できる。
　次年度以降はセミナー受講者からのアンケートや意見を反映させ、企業実態に即したセミナー開
催とする。

男女共同参画推進会議の構成員である商工会議所、工業クラブ、男女共同参画団
体と、推進会議の中で事業方向性について意見をいただき、会員への講演会等の参
加依頼を行う。
山口銀行、ＹＭＦＧ　ＺＯＮＥプラニングと岩国市は、地方創生に関する包括連携協定
を締結しており、その一環として、事業を共同で実施

山口県、周辺市町へ広く周知をするために協力依頼するとともに、成果報告をする。

岩国市まち・ひと・しごと創生総合戦略において、「ワーク・ライフ・バランスの推進」を
掲げており、政策企画課へ事業企画や周知等について協力を仰ぎ、ワーク・ライフ・
バランスのとれた働き方は男性の育児参画が促進され子育てしやすい環境づくりとな
るので、こども支援課と共同で男性の育児参画促進するセミナーを開催

３．事業費 　　2,246,000円

４．個別事業の事業目
標

目標・ＫＰＩ 目標値（時点） 現状値（時点）

セミナー参加者数（アウトプッ
ト）

２．実施期間 令和元年5月１日　～　令和2年3月31日

地域女性活躍推進交付金事業実施計画書（市町村分）

市町村名：山口県岩国市　　　　　　　　　　

事業番号

１．個別事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業


